
学生主導の活動が地域を興し

地域の未来を創る
高畠町商工観光課 ブランド戦略係長 鈴木祐介



山形県高畠町とは

人口 約22,000人 東京駅から新幹線で２時間15分

1973年、近代農業が推奨される時代に地域環境を大切にするため高畠

町有機農業研究会を地域の若手農業者が立ち上げた。有機農業の分野では

全国でも注目を集め、現在も有機農業水稲栽培面積は山形県内でトップを

牽引し続けている。

また、県内でも食品加工業が特出している地域であり、ジャムやドレッ

シング、ワイン、日本酒などが製造され、全国の百貨店等でも人気のある

ものが多い。ここ数年、JR東日本と連携し、海外への販路拡大（輸出）

とインバウンド拡大に挑戦している。

近年、町の次世代リーダーを育てる人財育成事業が始まり、県外から住

所を異動せずに地域内の学校に転入できるデュアルスクールの導入など、

地域内外の人との交流事業が広がっている。

まちづくりは、ひとづくり。面白い人たちが集まり地域を創る。



地域の魅力を知らずに、町を出ていく

若者の流出、地域力の低下、地域産業の弱体化

魅力的な地域資源（ヒト、モノ、コト）が地域にはたくさんあるが

地域に関わる機会が少ない



定員

38

62
志願者数
の減少



県立高畠高校高畠ゼミ × 東京大学FS

山形県立高畠高校の魅力化へ向けた活動で 学生にわくわくを！

・役場、地域おこし協力隊、学校との定例MTG（月１回程度）の開催
・授業後の振り返りMTG（30分程度/毎回）
・高畠町立中学校への情報発信、中学生との共創活動の場の創出

アイデアの考案、実践、分析、検証！高畠高校の志願者数を増やす！

１．総合的な探求の学習の時間を担当
（毎週木曜 14:25ｰ15:15）※オンライン授業

２．多様な関係者とのフィールドワーク
（アイデア吸収・魅力発見の機会創出）

３．外部の機関・組織・人とをつなぐ
（大学生がハブとしての役割を担う）



１-３月

2024年度東大FS 事業スケジュール（予定）

オリエンテーション、学内ワークショップ、
総合的探究の学習開始（オンライン）※約１年間（5月～翌年2月）

４月
５-７月

８-９月

現地活動① まずは高畠を知り、町の人との関係性を構築
夏休み期間中、中高生対象のワークショップ開催
町内散策（フィールドワーク）

現地活動② 探究学習等でのアイデア企画の実践
実践したアイデア企画の検証、東京研修
中学生へ向けた情報発信ためプレゼン指導

現地活動③ 活動のまとめ、現地報告会実施
高畠高校受験志願者数の把握、次年度へ向けた活動計画

※関係者（役場、学校、学生）合同定例MTGは、月１程度で開催
※関係者間の連絡は、LINEグループやGoogleチャットを使用する

10-12月



花園のシダレザクラ

福島県棚倉町
たなぐらまち



福島県棚倉町とは？
人口：約13,000人
東京駅からは新幹線と路線バスで2時間15分
福島・茨城。栃木の三県にまたがる標高1,022Mの八

溝山を中心とする奥久慈の豊かで美しい自然に恵まれた
城下町です。
江戸時代には、丹羽長重が棚倉城を築城して以来、棚

倉藩十万石の城下町として、政治・経済・文化の中心地、
交通の要所として繁栄しました。令和7年に築城400年を
迎えます。

史跡「棚倉城跡」 陸奥国一宮「馬場都々古別神社」



棚倉町の観光における特徴

♦豊かな自然環境

♦豊富な歴史資源・文化資源

♦特色ある農産物

奥州一宮八槻都々古別神社

山本不動まんじゅう

史跡「棚倉城跡」 棚倉産いちごブルーベリー加工品

山本不動尊



棚倉町の観光振興の取り組み 「第６次棚倉町振興計画」より

・観光資源の有効活用と魅力ある誘客対策を進める。

・広域連携による周遊型・滞在型観光の創出を目指す。

・交流人口の増加を目指す。

・観光協会等の組織の充実を図り、観光資源の整備と活用が図られ「訪れてみた
い」「また訪れたい」と思われる魅力あふれるまちを目指す。

・訪れた人たちが快く過ごせる環境対策と町民の「おもてなしの心」の醸成を進
める。

観光庁の取り組み
「住んでよし、訪れてよし」の観光地域づくり
旅行者に、地域の文化や生業に触れてもらうことで、地域住民も、その価値を再

認識し、自らの地域等を誇りに感じる➡地域の更なる魅力向上を通じて、旅行者・
地域住民の双方の好循環を実現実現



今後の棚倉町の観光
振興のための視点

視点①
持続可能な観光

視点②
町民が育て、多様
な交流が生まれる
観光

視点③
新時代に対応した
観光

◎観光コンテンツの
洗い出しと整理

スポーツリゾート施設「ルネサンス棚倉」

山本キャンプ場

棚
倉
町
の
観
光
地
域
づ
く
り
に
活
か
す

学生さんに期待

すること

◎魅力ある観光ルー
トの構築のための課
題の整理、問題提起、
観光ルートの提案



事業スケジュール
６～８月 第１回現地活動

８～１２月 第２回現地活動

１～３月 第３回現地活動

現地報告会

山本不動まんじゅう

棚倉秋まつり

山本不動まんじゅう



1令和６年４月魚津市イメージキャラクター
ミラたん

富山県魚津市 松倉地区
（魚津市地域協働課 石川 竜也）

越中最大の松倉城跡を中心とした
里山の暮らしと地域の再興
～ 山城の国史跡指定に向けた地域活性化と

古民家再生・移住者受入れの取組み ～

松倉地区から臨む富山湾 小菅沼ヤギの杜の田んぼアート

国史跡指定を目指す松倉城跡

2024年度 東京大学フィールドスタディ型制作協働プログラム 提案書



富山県魚津市（UOZU CITY）の概要

◆市制：昭和27年施行 ◆面積：200.61㎢

◆人口：39,145人 ◆世帯：16,934世帯
（※人口・世帯数は令和６年３月１日現在）

2
天然のいけす「富山湾」で

獲れる豊富な魚介類

光と風が織りなす
自然の芸術「蜃気楼」
（魚津市の三大奇観の１つ）

石川県

岐阜県
長野県

新潟県

富山県

今回の
受入れ地区

●

東京駅から北陸新幹線で約２時間30分！

＜位置図＞



受入地区の現状・課題とR4年度の取組み
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魚津市内13地区の中で松倉地区も市平均より高齢化が進み、
人口減少に伴う地域力の衰退、空き家の増加、担い手不足、
耕作放棄地などの課題が山積

まつくら未来会議を実施（富山県中山間地域話し合い促進事業を活用）

・松倉地区の若いメンバー中心にワークショップ等を実施
・まつくら未来計画（素案）を策定 ⇒ 今後地域内の若手を中心に活動を本格化！

▼ 現状と課題
松倉地区内人口（人） 909

人
口
内
訳

15歳未満 78

15～64歳 499

65歳以上 332

松倉地区高齢化率（％） 36.5

【
参
考
】

魚津市高齢化率 34.5

富山県高齢化率 33.0

全国高齢化率 29.0

「歴史と文化を育む松倉」地区データ（R5.8末時点）

▼ 令和４年度の取組み



ＦＳプログラムで学生に提案いただきたい・期待すること
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【★メイン★】
松倉地区の地域性を深く知っていただくため、右記のような地域

資源等に触れ、体験いただき、課題名にあるとおり「松倉城跡を核
とした地域の活性化」に係る具体的な提言・提案をお願いしたい。

【◇サブ◇】
・空き家も大きな課題であり、空家の利活用や古民家再生について、
地域外の若い学生の視点から何らかのヒントをいただきたい。

・活動の１つとして「まつくら未来会議」の地域の若いメンバーと
意見交換会を行うなど積極的な「地域の人」との交流をお願いし
たい。

・状況が許されれば、FS終了後も何らかの形で当該地区や魚津市に
関わりを持っていただきたい。

【弱み】中山間地域であるが故に…
→ 少子高齢化に伴う地域内人口・世帯数の減少、空き家の増加、地域づくり

活動や地域資源の維持管理に係る担い手不足など

【強み】中山間地域であるからこその…
→ 受け継がれるべき地域の歴史・文化、人のつながり・温かさ、地域で育ま

れた食、四季折々の恵まれた自然などの地域特性や地域資源（右図参照）

【目指すところ】
⇒ 地域の「面的」な活性化に向けて地域内の意識を醸成し、地域内外を問

わず若い世代を含めた多くの人々が参画できる活動を行い地域を元気に
すること。

▼ 地域の弱み、強み、目指すところ

▼ 学生に提案いただきたいこと、期待すること

松倉地区の地域資源等（イメージ）

北山鉱泉
（隠れ家的癒しの温泉宿）

小菅沼ヤギの杜
（ピザ窯体験・田んぼアート等）

富山湾を一望できる展望台
（整備予定）

古民家を再生・里山の暮

らしを発信する移住者

（藍染め体験）

地域活動拠点となる
コミュニティセンター

の整備（計画中）

NOEOSHI farm
（里と人を結ぶ直売所）

松倉保育園（休園中）
（今後の利活用を検討中）

鹿熊刀踊り保存会

金山谷獅子舞保存会

松倉もちより市
（新鮮野菜の直売所）

松倉城跡
（国史跡指定を目指す城跡）

松倉自治振興会
（まつくら未来会議）

四季折々の恵まれた
自然・景観



国史跡指定を目指す松倉城跡に関する取組み

5①出典：令和５年12月19日付け北日本新聞

①

①歴史継承に向けた松倉城跡の案内板整備
（松倉自治振興会による国史跡指定に向けた環境整備・機運醸成）

②認知度向上「松倉城跡探訪ツアー」
（地元観光ボランティアガイド、学芸員等との連携）

③地域ぐるみの「草刈り活動」
（松倉地区区長会による地道な維持管理）

④地域活性化イベント「戦国のろし祭り」
（地元実行委員会を中心とした地域活性化）※R5年度で終了

②
③

④

松倉城跡本丸



ＦＳプログラム事業スケジュール（案）
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※提案スケジュールは仮の予定です。参加学生の皆さんと地域と調整を図りながら進めていきます。
※上記スケジュール以外にも、必要に応じてオンラインにて学生と打合せを行うことを想定しています。

【６月中】

◆オンラインＭＴＧ

・顔合せ

・地域資源や課題等

の事前共有・整理

【８月中下旬】

◆現地活動１回目
・地域を「知る」体験等

（松倉城跡散策、里山の活動や草

刈り体験、地域住民との交流会）

【11月上旬】

◆現地活動２回目

・地域課題の整理、

課題解決提言に

向けた情報収集等

【翌年３月上旬】

◆現地報告会

・報告・提言内容の最終

整理、市主催のフォー

ラムでの特別報告

▼富山県魚津市松倉地区 2024プログラムスケジュール（予定）

～ 皆さまのご参加、お待ちしております ～

の温かさ
・ふれあい

受け継がれる
べき地域の

四季折々の恵まれた

地域で
育まれた

魚津市
松倉地区の



雄神地区活性化プラン
アドベンチャーワールドおがみ推進事業

富山県砺波市雄神地区

お が み



砺波市（概要）について
【みどころ】
日本最大 砺波平野の散居村

【特産品・、味覚】
チューリップ（球根・切花）、大門素麺、庄川ゆず、雪たまねぎ、
越中三助焼き、三郎丸蒸留所ウイスキーなど

【その他】
出町子供歌舞伎曳山、となみチューリップフェア、となみ夜高まつり、
となみ夢の平コスモスウォッチング、冬の庄川峡など

平成１６年１１月に砺波市と庄川町が合併

・面積：１２７㎢

（１１番目/１５市町村）

・人口：４７，０１２人

（４番目/１５市町村）

・世帯：１７，６７６世帯

※令和６年１月末時点

となみ

おおかど



砺波市雄神地区について

人口：701人
世帯：252世帯
（R6.1月末時点）

雄神地区は砺波市の東部に位置し、庄川沿いの東西約2㎞、南北約5㎞
の集落で三つの自治会があります。
庄川の河岸段丘上に形成された当地区は、雄神川と谷内川に育まれ、古
代から人々が定住、豊かな自然と史跡・文化財が多い地域です。
当地区の課題としては高齢化、人口減少が進み過疎化があります。子どもた
ちの人口も減り続け、令和5年3月に雄神保育所が閉所されました。
しかし、現在も住民には結束力があり、地域活動が活発に行われています。
（里山保全活動、公民館活動で全国表彰 「地域包括ケア顕彰」受賞）

同センター内の「カフェおがみ」コミュニティの拠点 雄神集会センター

ゼロ磁場の「山上の池」
古来より「雨乞いの祈祷」場所

雄神神社は西暦80年の鎮座と伝えられている。
弁財天社では33年に一度、雄神神社から「瀬織
津姫神」を弁財天社に迎え、御開扉大祭が行わ
れる。Ｒ5年に21回目が開催された。

イノシシ対策
電気柵設置

万里の長城作戦



活性化に向けた話し合い事業

令和４年度 「どうする雄神会議」を実施 【中山間地域話し合い促進事業を活用】

第1回会議
「地域の未来像について」

第2回会議
「まち点検＆
アイディア大会」

第3回会議
「みんなでつくるアクションプラン」

「どうする雄神会議」で提案されたアクションプラン
1.自然維持と文化財の活用 ①雄神の自然・史跡体験ツアー ②パワースポット巡り
2.保育所利活用 ①雄神ネットワーク・コア施設整備事業 ②わくわく・アドベンチャーワールドおがみ連携推進事業

 ③歴史・文化・食べ物を知ってもらう雄神青少年の家事業 ④カフェ・ライブハウス ⑤カムカム雄神事業
3.デジタル自治会推進事業



アクションプラン

①複合施設整備事業（旧保育所を地区の活性化の拠点として利活用）＜住民交流＞
・地区内外から気軽に集える交流施設
・子どもから高齢者まで楽しめる交流イベントを開催し、地域ににぎわいを創出する。
・高齢者の生活支援、子育て支援につながる事業を展開する。
・将来は雄神ネットワーク化と情報発信のコア施設とする。

②パワースポット雄神の発信事業＜自然体験・観光資源＞
・県内の他市町村に類がない文化遺産の保全を図るとともに、地区内外に文化財の情報を発信し、
雄神を訪れてもらうことで地域の活性化を図る。
・遊歩道、案内看板の整備とロゲイニング等のイベントを企画する。

③デジタル自治会事業
・デジタル媒体を活用することによって、地域の安全・安心を図るとともに地域コミュニティを醸成する。
・防災・コミュニケーションアプリを導入する。

アドベンチャーワールドおがみ推進事業
地域資源を有効に活用し地域の活性化を推進する。



実行中のアクションプラン

●令和5年度の活動を踏まえた 令和6年度の取組み

①複合施設整備事業（旧保育所を地区の活性化の拠点として利活用）
令和6年度より保育所活用ワーキングチームを立ち上げる。

②パワースポット雄神の発信事業（フィールドスタディ型政策協働プログラム）
令和6年度は東大生を加え、新プロジェクトメンバーで進める。

③デジタル自治会事業（“となみ地域力”推進事業）

施設運営チーム
地域福祉チーム
住民活用チーム
貸し出スペースチーム

4月～8月 活用案検討
9月 活用案とりまとめ
10月 住民説明会

5月～8月 オリエンテーション・オンライン交流（2回）・7月～8月現地活動
 文化財・歴史の再確認、現地確認、散策エリア、コース決定
 文化財保全、ＰＲ方法の検討

9月 Ｒ7年度実施に向けスケジュール策定（遊歩道の整備、看板等）

4月～6月  「結ネット」申込み、管理者説明会
7月  アプリのインストール及び運用開始
随時  住民説明会（高齢者）

保育所見学

まち点検 雄神神社

山上の池調査 R5.4



フィールドワークにあたって

東大生の皆さんに取り組んでほしいこと

アクションプラン②パワースポット雄神の発信事業
・県内の他市町村に類がない文化遺産の保全を図るとともに、地区内外に文化財の情報を発信し、
雄神を訪れてもらうことで地域の活性化を図る。
・遊歩道、案内看板の整備とトレッキング、ロゲイニング等のイベントを企画する。

〇文化遺産の保全策
〇文化財の情報発信の方法・・・ＨＰ掲載、ＳＮＳ以外の情報発信等
〇誘客の手法・・・トレッキング、ロゲイニング等の企画・立案
〇「山上の池」ゼロ磁場の検証

※アクションプランのプロジェクトメンバーとの交流会を予定しています。
オンライン交流では、事業進捗状況について説明をしていきたいと思っています。
交流会を通じご質問、ご意見、ご提案等ありましたらお聞かせください。

雄神誌 令和2年発行
 文化財掲載

山上の池調査 R4.4
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２０２４年度フィールドスタディ型政策協働プログラム

空き家の管理周知について

石川県 白山市

企画振興部定住推進室



１．白山市の空き家対策について（１）

平成２２年 ７月 過疎化が進む白山ろく地域(旧５村)を対象とした空き家調査を実施

平成２４年 ３月 石川県宅地建物取引業協会と協定締結（交流・定住相談）

８月 白山ろく地域に空き家バンク制度を導入

12月 町会連合会から空き家対策の要望書を市へ提出

平成２５年 １月 市全域での空き家実態調査を実施（第１回）

９月 「空き家対策室」を設置し、問題のある空き家対策に着手

平成２６年 ４月 庁内に空き家対策連絡調整会議を設置

８月 石川県司法書士会と協定締結（空き家に関する相談）

平成２８年 ３月 白山市空家等対策計画を策定

６月 石川県建築士会と協定締結（建物調査等に関する協力）

８月 南加賀の自治体と合同で空き家対策セミナーを開催

９月 危険性のある空き家への立入調査に着手

平成３０年 11月 石川県宅地建物取引業協会と空き家無料相談会を実施

令和５年 ７月 全日本不動産協会 石川県本部と協定締結（交流・定住相談）



１．白山市の空き家対策について（２）

定住推進室

危機管理課

地域安全課

土 木 課

美川支所総務課

鶴来支所総務課

河内市民SC市民ｻｰﾋﾞｽ課

吉野谷市民SC市民ｻｰﾋﾞｽ課

鳥越市民SC市民ｻｰﾋﾞｽ課

尾口市民SC市民ｻｰﾋﾞｽ課

白峰市民SC市民ｻｰﾋﾞｽ課

建築住宅課

環 境 課

総 務 課

資 産 税 課

納 税 課

市 民 課 空き家

（所有者）

市 民

総合窓口

調査協力

現地対応

調査協力・現地対応

指 導

問合せ・苦情

助言・啓発

相 談

指 導 現地対応

現地対応

調査協力調査協力

１）計画の期間

平成28年度から10年間

２）基本的な考え方

『所有者による管理責任』

空き家の管理は、その所有者が自らの責任において

適切に行うことを原則とする。

『公共公益の観点からの市の取組み』

空き家の問題は地域社会にまで及ぶため、

公共公益の観点から、市が積極的に空き家の問題に取組む。

３）３つの基本方針

Ⅰ 予防・適正管理の推進

新たな空き家の発生をできるだけ抑制するとともに、

対策の基本として、適正管理等の周知を推進します。

Ⅱ 利活用の推進

使用可能な空き家の有効活用を図るため、利活用の支援を推進します。

Ⅲ 問題のある空き家の解決

周辺環境への悪影響を解消するために、問題のある空き家に対し、解決に向けた取組みを推進します。

◆白山市空家等対策計画



２．白山市の空き家の現状について

地 域

R5調査 R4調査 差 引 参考：Ｈ25調査

空き家数 うち、
問題有

空き家数 うち、
問題有

増減数 うち、
問題有

空き家数 うち、
問題有

松 任 ４１７ ８２ ４１１ ６４ ６ １８ ３６４ ５８

美 川 ２２７ ４８ １８５ ２７ ４２ ２１ １６６ ３８

鶴 来 ２３６ ４６ ２１３ ２９ ２３ １７ １６３ ３６

河 内 １２ ２ １２ １ ０ １ １０ ５

吉野谷 ２７ ３ ２５ ３ ２ ０ １２ １

鳥 越 ３９ ８ ４２ ７ △３ １ ２０ ２

尾 口 ３１ ９ ３４ １１ △３ △２ １３ ７

白 峰 ７ ３ １１ ３ △４ ０ ９ １

計 ９９６ ２０１ ９３３ １４５ ６３ ５６ ７５７ １４８

調査内容：空き家の現状を把握するため、全町内会に調査依頼したもの

（単位：戸）

※問題有とは、家屋等が老朽化して危険性のあるもの、又は雑草繁茂など環境面や不審者侵入の
おそれなど防犯面で問題があるもの



３．空き家対策の啓発

【主な内容】
 空き家の相続に関して
 放置された空き家の問題
 空き家の法律について
 空き家の適正な管理について
 空き家の利活用について

空き家の管理方法や利活用等に関するパンフレットを作成

◆空き家対策啓発パンフレット

◆空き家バンクパンフレット

空き家バンクの仕組みや登録・利用に関するパンフレットを
作成し空き家所有者に送付



ご清聴ありがとうございました。

白山手取川ジオパーク
ゆきママとしずくちゃん









https://www.city.nomi.ishikawa.jp/www/genre/1560932876092/index.html
https://nomi-iju.org






「道行竈の日本酒造り」の安定的な経営と
日本酒造りを契機とした

限界集落における地域（農業）の再生

南伊勢町道行竈区



人口・・・34人（24世帯）

高齢化率・・・73.5％
主な産業・・・水稲を中心とした農業集落

地域の概要

【南伊勢町】

平成17年に南勢町と南島町が合併
人口・・・ 10,857人
高齢化率・・・53％
主な産業・・・水産業（漁獲量は三重県No.1）

農林業（温州みかん、柑橘類等）

源平合戦のころ、平家の落人が入植したものの、先住者に
よって既に漁業権が握られていたため、塩竈を造り塩を焼き、
わずかな耕地を開いて自活したという「平家落人伝説」が
伝わる「南島八カ竈」（なんとうはっかかま）の一つ

【道行竈（みちゆくがま）区】

南伊勢町

伊勢志摩国立公園内の鵜倉園地

道行竈の田んぼ 道行竈の入り江



人口減少、高齢化に伴い米作りを担う人材が減少し
耕作放棄地が増加

南伊勢町と皇學館大学が締結した包括連携協定の一環
として、日本酒プロジェクトが始動。地域住民を中心と
した有志により「チーム道行竈」が結成され、道行竈の
酒造りが始まった。

さまざまな観点から地域農業の再生について考え、
地域の土地利用、竈方文化、農村景観の活用など
一体的なシステムのモデルを構築したい

安定的な経営に向けて経営改善や販路拡大に向けた取組みが必要

地域の現状と課題



これまでの活動
純米大吟醸「道行竈」完成2019年2018年 日本酒プロジェクト始動

販路の拡大2021年～

東大FSの提案から
始めました

・伊勢市「だいどこ市」
（月１回）での販売
・オンライン販売

農業ボランティアの受入れ2024年

2020年 チーム道行竈を法人化



日本酒の販路拡大や経営改善のためのアイデアの検討と実行

現地活動に加え、首都圏や東大をフィールドにした道行竈の取組みの情報発信

道行竈の取組や、それを含めた「地域システム」が持続可能な形で継続できる
ようなアイデアの検討と着手

具体的なプログラム

【東大生に期待したいこと】

さらに・・・

歴史・文化・自然などの地域資源を活かしたプロモーションの提案

人手不足を魅力に変える「田作り・草刈り」で人を呼ぶ仕組みの提案

竈方集落の歴史を次世代へ繋ぐ先進的なアプローチの提案

道行竈の活性化を目指し、次の10年に向けたアクションプランの作成



具体的なプログラム

※現地活動日：①～③のうち、いずれか２つを学生の皆さんと打ち合わせで決定

地道な農作業も含めて体験していただき、道行竈の持続可能な
仕組みをご提案いただければと思います。

活動月 活動内容

６月～８月 草刈り、地域住民との交流（現地活動 候補①）

８月～９月 稲刈り、草刈り等の農作業（現地活動 候補②）

１２月上旬～中旬 新酒の販売準備（現地活動 候補③）

２月上旬～中旬 田んぼの石拾い、現地報告会



三重県鳥羽市 
離島地域（神島・答志島・菅島） 



菅島 
・本土から約3ｋｍ離れた鳥羽の離島の中で2番目の大きさ 
・伊勢志摩を代表する海女の祭り「しろんご祭り」を毎年７月開催 
・日本最古のレンガ造りの洋式灯台「菅島灯台」が現存 
・小学生が「島っ子ガイド」として、観光客に島の魅力をＰＲ 

坂手島 
・本土から約600ｍ沖合いに浮かぶ小さな島 
・伊勢の地に天照大神を祀った皇女・倭姫命が都から 
 アヤメを持ってきて植えたとされるアヤメ池が見どころ 
・鳥羽市水産研究所の施設があり、種苗の研究、 
 海洋調査、藻場再生などに取り組む 
・江戸川乱歩の妻・隆の出身地 

254人 
181世帯 

464人 
213世帯 

496人 
247世帯 

338人 
158世帯 

914人 
331世帯 

桃取地区 

和具地区 

答志地区 
地域の概要 

神島 
・本土から約14ｋｍ 
・離れた伊勢湾の入口に浮かぶ 
 小さな島 
・漁師が多く、潮の流れが速い海 
 で育ったタコは美味しい 
・三島由紀夫の小説「潮騒」の舞台 

288人 
143世帯 

答志島 
・伊勢湾最大の島、三つの集落で構成 
・漁業が盛んで、若い漁師も多い 
・県下でも有数の漁獲量を誇り、魚種も 
 漁獲量も豊か 
・島の女性たちが島の旅をプロデュースする
「島の旅社推進協議会」が活躍 
・「寝屋子制度」など島ならではの文化や 
 風習が残る 

三重県鳥羽市 

【人口】 
16,838人、8,239世帯 
（令和5年12月末現在） 
【地勢】 
面積：108.03㎢ 
三重県東端の太平洋側に
位置し、海岸線まで山地が
迫るリアス式海岸が形成さ
れる 

半島部や有人離島で構成 
【交通アクセス】 
東京－名古屋 新幹線／
約1時間40分 
名古屋－鳥羽 近鉄・Ｊ
Ｒ／約1時間半 
※大阪、京都から近鉄電
車で約2時間半 



漁業と観光と地域課題 

漁場と学び場と遊び場のすみわけの具体化が必要 
 
・鳥羽の観光の魅力は「食」。 漁業の衰退は観光の衰退につながる 
・海女が潜る海。密漁警戒を地域は意識 
・受け入れ態勢を要件等。オーバーツーリズムを避ける 
・島民の足である市営定期船はある程度の乗員が必須 



具体的な活動と期待 

試す 
 とにかくできるだけいろんなアクティビティを体験 
 

聞く 
 地域の人に話を聞きに行く 
 

調べる 
 地域のこと、他地域に事を調べる 
 

提案する 
 試し、聞き、調べたことをまとめ地域へ提案 

 
学生の若い視点と日常の学びを提案に活かしてください！！ 



スケジュール感 
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田根地区を訪れた大学生が

継続して関わるための仕組み作り

滋賀県長浜市地域おこし協力隊　堀田雅史

滋賀県長浜市田根地区



滋賀県長浜市

田根地区　概要

世帯数：557世帯　※1
人口：1,424人　※1
自治会数：14
高齢化率：42.28％　※2

滋賀県長浜市　田根地区を訪れた大学生が継続して関わるための仕組み作り

※1　長浜市HP「令和5年10月1日の人口と世帯数」引用
※2　長浜市HP「長浜市地区別高齢化率」引用



田根地区と大学の歴史

田根地区地域づくり協議会　設立
慶應義塾大学 交流を開始

2007年

田根地区・地域づくり計画書　策定2008年
新型コロナウィルス感染症　流行2020年
東京大学FS　受入
滋賀大学　フィールドワーク　受入

2021年

専修大学　フィールドワーク　受入2022年
早稲田大学　地域連携ワークショップ　受入
京都橘大学　クロスオーバー型課題解決プロジェクト　受入
インカレ型サークル　Hatsugaプロジェクト　開始

2023年

立正大学　フィールドワーク　受入(予定)2024年

滋賀県長浜市　田根地区を訪れた大学生が継続して関わるための仕組み作り



グリーンサムズガーデンカフェ | 食材のためのガーデニング

2007年から⽥根地区には多くの⼤学⽣がフィール
ドワークで訪れている。しかしながら、卒業と同
時に関係が切れてしまうケースがほとんど...

テーマ設定の背景

滋賀県長浜市　田根地区を訪れた大学生が継続して関わるための仕組み作り



ミッション

過去の取組把握
過去に田根地区に携わった貴校OB・OG

や、他校の現役大学生・OB・OG等がどの

ようなことをしていたか把握してください

原因分析・提案の検討
OB・OGへのインタビューや、フィールド

ワークを通じて地域資源を把握し、ボトル

ネックの解決案を検討してください

提案の実行
皆さんが考えた解決案を実行してみて、よ

り持続可能な取り組みになるようにブラッ

シュアップしてみてください

滋賀県長浜市　田根地区を訪れた大学生が継続して関わるための仕組み作り



春
・現地関係者や他大学の

学生と顔合わせ、情報共

有

・OBOGへインタビュー

夏
・現地活動で、他大学

の学生と交流

・地域住民との交流、

インタビュー

・地域資源の把握

秋
・現地活動で他大学の

学生と交流

・プランの実行、評

価、改善案の検討

冬
・1年間の振返りと、

引継ぎ

・最終報告会(学内・

現地)

一年中
・他地域の事例などを調べる

・全国の「地方創生」の情報

を調べる

・企業などの「地方創生」の

情報を調べる

タイムスケジュール

～アクションプラン～

滋賀県長浜市　田根地区を訪れた大学生が継続して関わるための仕組み作り

地域や他⼤学との交流を通じて、
新しい発⾒をしましょう！



美浜の資源を活用して
関係人口を創出

２０２４年度フィールドスタディ型政策協働プログラム（FS）

和歌山県美浜町



人口 ６,４２３人 (令和６年２月)

面積 １２.７７㎡

和歌山県内で2番目に小さな町

新大阪 御坊

約１時間４５分（車 や電車）

→←

町内に駅・高速道路はありませんが、

隣市御坊市の『御坊駅』『御坊IC』まで

車で約１０分という距離です。

c c c c c c c c c c c c c c c c c c c c c

美浜町ってどんなまち?

01



歴史・観光スポット

02

煙樹海岸キャンプ場

■通年営業
■全区画フリーサイト、予約不要
■目の前に広がる太平洋と木漏れ

日の中でキャンプを楽しめる
■炊事棟、シャワールームなど有
■日帰りBBQや連泊可能

カナダミュージアム

■カナダ移民の歴史を学べる場
■旧野田家住宅（国登録有形文化

財）をリノベーションした建物
■現在はカナダとの交流の拠点

となっている
■カフェメイプルが併設

煙樹ヶ浜

■近畿最大? 松林（全長4.5km）
■江戸時代から「御留山」として

伐採を禁じられており、土地の
人々により今も保護されている

■近藤浩一路画伯がこの景色を描
いた「烟樹カ浜」が名前の由来



課題1『観光客へ町の周知を』

03

美浜町 御坊市 日高町 由良町 印南町

観光客総数 26,491 246,984 197,660 363,151 602,907

日帰り 18,207

宿泊 8,284
近隣市町と比較すると、非常に少ないです･･･

新たな町の魅力の発掘やPRについて
ご提案をお願いいたします。



課題2『町民がもっと町を好きになるように』

04

町民自身が町への関心を持っていない･･･

日系カナダ移民の

歴史を知らない･･･

煙樹ヶ浜って

どこにでもある

海でしょ？

イベントとか

してたんだ･･･

知らなかった

観光客が楽しむのはもちろん！だけど

町民も町を楽しめる仕組みのご提案をお願いいたします。



スケジュール

05

2024年6月～2025年3月

6月中 オンラインMTG

6月～7月 他地方の情報収集

8月～9月

現地活動①
（アクティビティ体験・町散策→ワークショップ）

オンラインMTG

10月～12月 現地活動② / オンラインMTG

1月～3月 現地報告会（パネルディスカッション）



スポーツによる地域振興と
ウエルネスタウン構想

上富田町
K A M I T O N D A  T O W N

1



Trey
r e s e a r ch

上富田町の概要

人 口 １５，７１２ 人

世帯数 ７，４５５ 世帯
【令和5年3月1日現在】

2

【特徴】

中央部を清流・富田川が流れ、世界遺産の熊野古道(参詣道)が
所在｡『スポーツによるまちづくり』に取り組む自治体として知られる｡

上富田町

【課題設定の背景】

①スポーツセンターは施設のグレードが高く、町のみならず紀南地域
のスポーツ拠点

→町外の方の利用が増えることで、まちの賑わいや地域経済の
活性化が期待される

②かみとんだウエルネスタウン構想を掲げて、現在、町民の生涯
スポーツを振興

→スポーツと関わりを持つ住民が増えることで、町民の健康増進・介
護予防をはじめ、まちづくりにおける住民の参画が進むと期待される

【スポーツに関するこれまでの取組】 ～主に来町者増に寄与するもの～

スポーツセンター(H7開設)、 口熊野マラソン(H8～) 、
合宿誘致 など



Trey
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上富田スポーツセンターの概要

年間利用者 約１２万人

主要施設

野球場／ 球技場（天然芝）／ 室内練習場／

テニスコート／グラウンド（天然芝・人工芝） ／

スポーツサロン（トレーニングジム）

利用団体

ラグビー・・・日本代表（男子、女子）

サッカー・・・日本代表（女子）、横浜FC

野 球・・・プロ野球公式戦（2軍戦）

3上富田町
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4

スポーツサロンを活用した
住民の健康増進

上富田町

上富田スポーツサロン

定期的な運動習慣から本格的なトレーニングまで

対応可能（プロスポーツ選手の合宿でも利用）

利用時間 9：00～22：00

定休日 毎月第３金曜日

通所型介護予防教室

対象者 ６５歳以上の方、

介護保険要支援認定者

開催日 週１回（月曜日） 送迎サービス有り

利用料 無料

内 容 トレーニング器具を活用したストレッチ、

筋力アップトレーニング 等



Trey
r e s e a r ch

■課 題

【町外】 スポーツセンターの利用人数の減少、平日利用の低迷
合宿等誘客対策（閑散期、平日利用 等）

【町内】 スポーツジム利用者の伸び悩み
住民の健康増進対策（スポーツジムの利用 等）

5

■学生の皆さんに期待すること

【町外】 スポーツセンターの利用者が増えるイベント、スポーツ施策の提案
（イベント：障害者スポーツはもとよりｅスポーツなどの分野も可）

【町内】 住民のスポーツとの関わりを高める企画の提案、
健康増進の啓発

上富田町
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6上富田町

事業スケジュール（予定）

顔合わせ
各種情報収集、調査、 打合せ
（オンライン、随時）

現地活動（第1回）

企画提案（オンライン）

事業実施 現地活動（第2回）

現地報告に向けた取りまとめ

現地報告会

2024.
6ー7月

8月

9ー10月

11月

2025.
12ー1月

２月



Sakaide,Kagawa

坂出市の概要

01 人口が約5万人

02 瀬戸大橋の四国側の玄関口
≪３つの島(橋でつながっている)がある≫

03 日常生活圏域は5圏域

04 高齢化率が約35％
≪市街中心部は33.8％、市街から離れると

38.4％となり、地域差がみられる≫

05 関係機関からの認知症に関する相談件数
の増加

「チームオレンジ」の結成を通して
認知症のかたを支える地域づくりを行いたい



「チームオレンジ」 とは

本人、家族、認知症サポーター等が中心と
なって、認知症のかたの見守りや支援を行う活
動です。本人もメンバーとして参加します。

01 認知症のかたや家族の困りごとに対する
相談や支援

02 認知症のかたのやりたいことのお手伝い

03 認知症のかたが活躍できる場を提供

共生志向の標準タイプ

第１類型

活動拠点を設置して活動
(ex.市役所、公民館)

チームオレンジ の3つの類型

第2類型

既にある地域資源を活用
(ex.認知症カフェ、介護予防教室)

既存拠点活用タイプ

第3類型

拠点を設置しない個別支援型

拠点をつくらずに支援を行う
(ex.健幸ウォーキング、自宅訪問)



坂出市の取組み

01 認知症のかたや
その家族が交流できる場

認知症カフェ
「さかいでオレンジ

かふぇ」

02 認知症のかたなど
地域住民が参加できる場

さかいで健幸まつり
＆介護の日

03 認知症への理解を
深め、啓発する活動

世界アルツハイマー
デー in さかいで

04 認知症への理解を深め
地域でともに暮らしていく

方法を学ぶ講座

認知症サポーター養成講座
認知症サポーターステップ

アップ講座
市民後見人養成講座

実績(R6年2月末時点)

01 認知症サポーター
養成講座(計4,844名)

02 認知症サポーター
ステップアップ講座

(計82名)

03 市民後見人養成講座
(計３２名)



認知症のかたや家族が安心して暮らせる地域づくり

01 ▷ ▷ 認知症のかたや家族が相談できる場所や気軽に利用できる場所をつくる
02 ▷ ▷ 認知症になっても役割をもち、そのかたらしい生活が行えるようにする
03 ▷ ▷ 地域住民の認知症への理解が深まり、適切な支援を理解することができる
04 ▷ ▷ 地域住民が、認知症のかた等と自らのできる範囲内で支援や活動を

行っていく

目 的

01 ▷ ▷ 運転免許証返納に伴う家族間のトラブルに対しての相談の増加
02 ▷ ▷ ものとられ妄想による相談の増加
03 ▷ ▷ 徘徊の相談件数の増加
04 ▷ ▷ 新聞だまりの連絡の増加
05 ▷ ▷ 虐待件数の増加
06 ▷ ▷ 認知症初期集中支援チームの相談件数の減少

現 状

コロナ渦で施策が一部制限された結果、地域社会の支え合い機能の衰退が顕在化

目 標



学生にお願いしたいこと

新しい視点

01 理論的な発想

02 クリエイティブな発想

新たな価値

01 坂出市の課題を解決する新たな認知症施策
02 新たな地域資源の発掘

地域力の再生

01 地域住民のもつ経験・実践
02 地域のもつ潜在的な力

『ゼロベース』 から、学生・住民とともに高齢者を支える地域づくりを行っていきたい



学生とのスケジュール

5月 オンライン会議(事業説明)

6月 オンライン会議(課題分析)

3月 顔合わせ

住民とのスケジュール

7月 オンライン会議
(フィールドワーク実施前の打ち合わせ)

7月 フィールドワーク実施
(チームオレンジの運営参加・交流)

8月～9月 オンライン会議(今後の共有)

12月 オンライン会議(中間報告)

10月 オンライン会議
(フィールドワーク実施前の打ち合わせ)

11月 フィールドワーク実施
(チームオレンジの運営参加・交流)

1月～3月 オンライン会議(最終報告)

4月～6月 チームオレンジ結成に向けての
話し合い(数回実施)

7月 チームオレンジの活動(1回目)

8月～10月 振り返りおよび次回の活動に向けて
の話し合い(数回実施)

11月 チームオレンジの活動(2回目)

3月 来年度の活動について

12月～2月 振り返りおよび次回の活動に向けて
の話し合い(数回実施)

学生・住民の意向を最重視して
進捗を支援していきたい

＊スケジュールは大きく変更する可能性あり



土庄町

島の高校生が地域と共同し

小豆島の未来を切り拓く

土庄町×小豆島町×県立小豆島中央高校×中小企業家同友会×島のみらいプロジェクト×（学）穴吹学園

私たちと一緒に
小豆島の未来を考えよう

櫂風コンソーシアム（仮）

×大学生



土庄町

難読地名！？読めますか

①小豆島 ②小豆郡 ③土庄

④豊島 ⑤小豊島

しょうどしま しょうずぐん

てしま

とのしょう

おでしま

⑥櫂風
かいふう



土庄町

【土庄町】 11,996人
【小豆島町】 12,922人

＜香川県人口移動調査報告 令和6年2月1日現在推計＞

土庄町

小豆島町

てしま
豊島

おでしま
小豊島

おきのしま
沖之島

小豆島

小豆島

H10: 19,151 H15: 17,802 H20: 16,586 H25: 15,337
R4: 13,265

2,759

2,095 1,736 1,460 1,222

11,364
10,547 9,585

8,590
6,308

5,028 5,160 5,265 5,287

5,735

0

5,000

10,000

15,000

20,000

H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29 H31 R3

総人口 年少人口 生産年齢人口 老年人口
（０～14歳） （15～64歳） （65歳以上）

（人）

R4

土庄町を例に【年齢３区分別人口の推移】

日本三大そうめん日本三大醤油

世界一土渕海峡

日本三大渓谷美

日本１位オリーブ

日本１位ごま油

基準点標石の生産



土庄町

【小豆郡の出生数の推移】
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【土庄町の自然増減の推移】

【土庄町の社会増減の推移】
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典型的な田舎＆離島ですが・・・



土庄町

高校 → 小豆島中央高校でしかできない学びを
魅力的な高校へ

企業 → 人材育成、地元の産業を伝えたい

地域 → 高校生・大学生の活力を地域活性化に活かしたい

大学等 → 産官学連携や過疎地域・離島地域の研究

役場 → 地域課題を若者と共有したい
地元高校を魅力ある社会インフラとして維持していきたい



土庄町スケジュール

４月 インプット
５月 櫂風コンソーシアム（仮）の始動
６月 事前交流・課題設定＜オンライン＞
７月 現地活動（1回目）

ワークショップ＜29日（月）＞
８～９月 オンライン会議など（随時）
10～12月 現地活動（２回目）
３月 報告会
＜高校生による政策発表会も現地参加可能＞



高知県土佐市企画財政課
kikaku@city.tosa.lg.jp



今回の取組に至った経緯

理論
・あるものに対する、知識の深化
・深化により見えてきた課題や分析

例えば人口減少、高齢化、歴史、文化など無限に存在するもので、
大学等でも研究が盛んであり、
経営学で言うと、戦略・財務・会計・マーケティング組織などの理
論知識が存在している。

実践

・理論を理解したうえで、現実で問題解決を行う上での知識

どの分野でも必要となる行為であり、いずれ社会人になるのであ
れば、いつ経験しても良いものと認識

理論から実践 実践から理論

理論学習の授業

市内中学校

実践学習の機会

(現状と課題）
・売価ー仕入＝売上（利益）をわかり
やすく理解する説明や決まった
ワークシートがない。
・指導者は、理論に関する知識が不足し
ている方もいるため、中学生にどう指導
したらよいかわからない。
・単発の取組が多く、新たに実施する際も
１から構築するため指導者の負担が大
きい。
・取組した結果の課題や解決策が共有
できていない。等々

理論学習と実践学習の橋渡し
生徒×地域×学校の新たなモデル事業の模索



Teen Market2023 概要

スケジュール 実施した内容 東大FS生作成

#1(9月) 役職の説明・役職決め 出店内容の決定 教材、ガイド

#特別編(〃) 出店企画書の作成 教材

#2 (10月) 仕入れ交渉 予算の作成 教材、ガイド

#3(11月) マーケティングオペレーションと事例 教材、ガイド

#4 (〃) 作業編 チラシ、POPの作成など なし

#5(12月) Teens market本番 教材

#6 (3月） 振り返り、現地報告会 教材

教材…中学3年生が使用 / ガイド…地域の指導者が使用
#2,#5,#6は、東大FS生と中学生の対面形式のためガイドはなし
#4は、#3教材、ガイドを参考に作業したため、教材、ガイドはなし

2023の活動内容
参加してくれた中学生から、土佐市の特産品を使ったお弁当、フルーツサンドを販売したい意見がありました。土
佐市のイベント（参加者150名うち半分程度は土佐市外か県外）で100食のお弁当を販売しました。

今年は、東大FS2年目の年です。



教材とガイドの作成（2023東大FS生のコメント）
教材作成の改善点
・実際にリアルタイムで参加していないので、使用感のイメージが湧きにくく内容や
構成が終始手探りの状態になってしまった
・教材の提出が話し合いの直前になったことが複数回あった
・教材のコンセプトがブレてしまうことがあった

次年度以降に向けて必要な取り組み
・FS学生も話し合いなどに参加していく必要がある
・早めに作成し関係者と教材について話し合いタイミングがあると良い
・このイベント一連のコンセプトを議論して納得する必要がある

教材とガイドの作成（土佐市から見たコメント）

・作成いただいた教材やガイドのコンセプトを聞く機会が少なかった

・中学生は、我々、大人の意見よりも東大FS生からのコメントに耳を傾けていたし、

FS生に興味深々



2023年度･･･教材づくり、ガイドの作成、出店販売

中学生と指導者が実施

イベント出店

地域の応援

仕組みが、より理解できる

実
施
後
、
振
り
返
り

東大FS生にご協力いただきたい内容

2024年度

東京大学 FSで考えた
教材の提供

東京大学 FSで考えた
教材の提供

中学生と指導者が実施

イベント出店

実
施
後
、
振
り
返
り

地域の応援

仕組みが、より理解できる

①2023年に作成いただいた、教材・ガイドの解説動画の作成
②新たな教材づくり、ガイドの作成（銀行からの借入書、仕入先依頼書、接客マナー）
③中学生向け、参加募集のチラシの作成



「この活動を通じて我々も成長したい」と思っています。

前年度の課題を改善する「試行錯誤型」の、変化しつづける取組でありつづけたい
中学生が参加する授業の2週間前には、教材・ガイド・動画など必要なものが提供されている
状態で、授業前に最低1回オンライン会議を行うスケジュールを予定しています。※参加グループ内で
どなたかがご参加頂くよう調整頂いてかまいません。

東大FS生も、中学生も、市役所も、縦のつながりを作っていく
昨年度作成いただきました教材・ガイドを基に作成いただく解説動画は、2023年参加FS生に
確認しながら、作成をお願いします。2024年度に新たに作成する教材・ガイドにつきましては、
相談しながら作っていきましょう。

※2023年度と2024年度で変化した点

本日は貴重な時間をいただきありがとうございました。
皆さまのご参加をお待ちしております。



長崎県 佐世保市宇久行政センター 産業建設課

五島列島北部地域への移住促進と

佐世保市宇久地域の活性化



１ 各地域概要

■宇久地域（佐世保市）
面積約26.3㎢、人口1,888人（R2.10.1時点）、平均年齢63.4歳。
・畜産業（繁殖牛）が盛んなほか、宇久ならではの生活が体験できる民泊を活かした観光や、
ワーケーションによる移住定住の取り組みを推進
・フェリーで佐世保市だけでなく福岡県にもアクセス可能で福岡からの所要時間が他島より短い
・西海国立公園の美しい自然と五島文化の始まり、捕鯨・海士などの歴史ロマンあふれる島

■小値賀町
面積25.53㎢、人口2,288人（R2.10.1時点）、平均年齢59.2歳。
・子どもは島の宝「小値賀町ふるさと留学生」で子どもたちの移住も受け入れ
・古民家を活用した「古民家ステイ、古民家レストラン」
・懐かしい日本の風景が残る「日本で最も美しい村」にも選出された島

■新上五島町
面積213.99 ㎢、人口17,503人（R2.10.1時点）、平均年齢56.4歳。
・雇用の確保や若者の移住定住の取り組みを推進
・子どもの育ちを支える「放課後子ども教室」、「しま留学制度」など多彩な支援
・歴史的遺産や教会などの文化遺産が多数存在する祈りの島

２ 取り組み課題

学生の皆様には、首都圏での⑴移住促進と、⑵地域活性化に取り組んでいただきたい。

五島列島北部地域への移住促進と佐世保市宇久地域の活性化

五島列島

２



３ 取り組み内容

⑴ 移住促進について

本市では、令和６年度より、行政区が異なる近隣離島である「小値賀町」と「新上五島町」と連携し、スケールメリットを活かした移住
促進に係る取り組みを実施することにしています。
主な取り組みは、下記ア・イの２点です。

ア 東京都池袋で毎年秋に開催される移住・観光のＰＲイベント「アイランダー」の参加。
イ アイランダーの日程に合わせて東京都有楽町にある「ふるさと回帰支援センター」で離島ＰＲセミナーを開催。
そこで、大学生等の若者や企業等を対象とした集客を図る案内・企画立案等の支援を行っていただきたいと考えています。

➡【案】関東圏の大学生や若者が興味を持って来たくなるような離島ＰＲセミナー（移住相談会等）への集客方法及びプログラムの検討。

① 各島のこれまでの取り組み状況について

■ 宇久地域（佐世保市）の取り組み
・西九州させぼ移住サポートプラザ（本土）が移住政策を推進。
・宇久行政センターはアイランダーやながさき移住サポートセンター主催の移住相談会に参加し、移住相談会を実施。

■ 小値賀町の取り組み
・移住支援員の設置 ・定住促進住宅の建設 ・空き家バンク ・移住特設サイトの設置 ・おぢか町移住サボートセンターの設置設計
・ながさき移住サポートセンター主催の移住相談会への参加 ・アイランダーでの移住相談会の実施 ・小値賀町移住支援金の拡充予定

■ 新上五島町の取り組み
・都市部で開催される移住相談会への参加。
・空き家バンク ・移住定住促進住宅の整備 ・ながさき移住サポートセンター、西九州させぼ移住サポートプラザとの連携

五島列島北部地域への移住促進

３



② ロジック及び行政における成果指標

・アウトカムは、人口減少に起因する様々な産業の『担い手不足の解消』で合意しています。
・相談件数30件（各島10件）が目標。 ※令和4年度のアイランダーでの実績は３島で8件。

五島列島北部地域への移住促進

アウトカム

移住者による
担い手不足解消

インプット

行政
＋
大学

アウトプット

移住相談
件数増加

活動

離島PRセミナー
（移住相談会等）

の実施

移住希望者

移住相談会

４



⑵ 宇久地域の活性化について

宇久島では自治協議会や産業界団体等の長で構成する「宇久島離島活性化協議会」という地元まちおこし団体があり、市が事務局を担って
います。同協議会は「納涼花火大会」と「ふれあい産業まつり」を開催し、まちの賑わいを生んでいます。
同協議会の運営及びイベント開催に係る費用は、地域住民及び事業者による協賛金や提供品です。
しかし、安定した財源がないため、過去の繰越金を取り崩して実施している状況ですので、あと数年で開催困難となる見込みです。
そこで、昨年同協議会に新たな部会を立ち上げ、イベントの魅力化などについて協議を始めたところです。

➡【案】同協議会で安定した資金を確保し、自立的に事業が展開できるための企画立案等を行っていただきたいと考えています。

佐世保市宇久地域の活性化

費用（千円）

R1 １，３３８

R2 中止

R3 １，２２３

R4 １，０９５

R5 １，３４１

「納涼花火大会」

・毎年８月１４日に開催。
・お盆の中日であり、多くの帰省客を含め、島の賑わいを生んでいる。
・昨年の来場者数は約４００人。

５



「ふれあい産業まつり」

・毎年１１月の第２週日曜日に開催。
・農業協同組合のつきたてのお餅の配布や和牛の販売、漁業協同組合の魚のつかみ取り、商工会や島内事業者の出店等で島内の
賑わいを生んでいます。
・昨年の来場者数は約６００人。

費用（千円）

R1 ５８０

R2 中止

R3 中止

R4 ２８５

R5 ２３５

佐世保市宇久地域の活性化

６
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島に残る伝統文化継承につながる
教育プログラムの作成



学校の統廃合。消える文化伝承習熟の拠点
島には、奇祭とまで呼ばれる特異な文化遺産が継承されている。その中でも「五島神楽」、「オーモン
デー」や「へトマト」、「大宝砂打ち」は国の民俗文化財として登録された。人口減少と高齢化によって地域
コミュニティーが矮小化する中で、これらの地域の伝統芸能や祭りの継承のためには、地域の学校カリキュラ
ムとして子供たちの学ぶ機会が重要になっていた。
しかし、子供の減少により学校が徐々に整理統合されてゆき、令和５年度には中学校２校と小学校２校が閉
校した。統合により文化継承していた学区は、統合学区の片隅になり、学校の協力を得ながら伝統芸能などを
習う授業の実施は以前より難しくなってゆくことが予想される。



五島市という自治体
• 概要 五島市は、九州の最西端、長崎県の西方海上約100㎞に位置している。五

島列島の南西部にあって、総面積は420.12㎢、10の有人島と53の無人島で構成
されている。（五島市HPより）
• 人口 34,408(-548)人（19,439(-139)世帯）令和6年1月(▼前年）

• 移住者数 245人（令和4年）

• 高齢化率 42.0(+0.5)％
• 学校と生徒数 令和5年2月(▼前年）

小学校 12 (-2)校 1,414(-72)人・中学校 8(-2)校 763(-22)人
全日高等学校 4校 726(-33)人 計 2,903(-127)人

• 歴史と文化 白村江の戦い（663年）後、新羅との外交関係が悪化すると、遣唐
使は五島から東シナ海を横断し、波の高い外洋を通過する危険な航路をとるよ
うになった。最後の寄港地にあたる五島において航海安全を祈り旅立った。そ
の中には、天台宗を伝えた最澄と真言宗を広めた空海もあり、彼らに関する伝
説が多く残っている。また潜伏教徒の歴史があり、市民に一定程度のカトリッ
ク教徒がおり、地域ごとに教会がみられる。

• 産業と観光 赤サンゴを含めて宝飾品の製造が盛んだったが、資源の枯渇と共
にブリ・真珠などの養殖業に切り替わり、高齢化や魚価の下落と共に養殖は大
手企業によるマグロ養殖、一般漁師は定置網漁に置き換わっている。地域に
よっては水源確保に苦慮しているが、コメ生産も少なくはない。毎年もち米も
生産する農家では、「かんころ餅」をふかして干したさつまいもと併せて練り
上げ作る習慣がある。これが特産品として観光施設などで販売されている。ヤ
ブツバキが山の中に自生しており、毎年2月になると「椿まつり」を開催してい
る。



地域伝承の文化を残す

変化する伝統

戦後復興以降、留まることもなく人口減少が続いてきた五島。その都
度、学校は統合され閉校が進められてきた。令和５年度に閉校する地域
にも国指定重要無形民俗文化財であるへトマトなどがある。

驚異的な速度で進む過疎化の下で、伝統文化を子ども会や学校教育の
場を使いながら子供たちに継承させるという取組みは限界にきている。
地域にあった学校は統合され、町から子供たちの姿が消えた。

残し方の工夫

これはもはや当市だけの問題ではない。今や日
本中の伝統芸能が消滅しようとしている。今の人
数でできる形に矮小化させて維持したりできる内
は良いほうで、既に存在すら忘れ去られてしまっ
た芸もまた少なくないとみられる。

一方、1990年に小学校・中学校が閉校した大宝地区には、同様に
国指定重要無形民俗文化財である大宝砂打ちが閉校後３０年以上伝
承されている。



伝統文化消失の危機感を解消する

大宝地区は、貴重な伝統文化が多く保全されている地
域である。旧玉之浦町時代の平成２年度に人口減少に
伴って、大宝中学校ならびに大宝小学校が統合されて以
降まもなく３５年を迎える。今回閉校を迎える他の地域
にとっては「先行事例」となる大宝地区での取材を通じ
て、将来迎えるであろう課題や解決方法などのヒントを
掴んでいきたい。

仕切る方との座談会実施
主に男性によって仕切られている伝統文化。

次世代へのバトンの渡し方なども含めて地域の
方々の話を聴いてみたい。
支える方との座談会実施

主に男性によって仕切られている伝統文化。
されど祭りでは「ふるまい」という形での接待
が行われ、そこでは女性たちが携わっている。
支える側の方々の声を集めてみたい。また子供
たちの声も集める。

先行事例を単純に紹介するだけでなく、３５年近く残
せた仕組みを分析した上で、最小限でも守るべきことを
探り出していく。さらにその結果を本年度から学校を失
う崎山、大浜地区の方々にどのように伝えるべきかを考
える。

保全ファクターを知る
大宝で保全するために何をどの程度はすると

決めていたのかを整理する。なぜそれがあれば
スムーズに保全できるのかを考察して、「〇〇
をすれば保全ができる」仮説を立てる。
仮説の紹介と提案

立案した仮説に基づいて、実際に崎山、大浜
の住民と交流会を行い、立案に対する意見を集
約してまとめる。まとめられた意見を基に再び
チームで議論し、修正した保全方法案を策定す
る。

Project

Project 1 学校閉校後３5年の未来を取材 Project 2 未来の情報をどのように今伝えるか

君との島での挑戦が過疎地を変え、日本を変える。



東京大学FS実施スケジュール
６月（適切な時期に東大へ訪問）

当地地域課題と当プロジェクトについての説明を学内で行う。五島の伝統芸能
を映像で紹介する。初めて伝統芸能を観た時に感じた魅力などを語り合いながら、
現状で想定する仮説のアイディアを発表し合う。
８月１回目現地入り（時期：大浜・崎山チャンココ）

念仏踊りの練習または本番を見学できる時期を目標に日程を調整して来島。現
地を見学。大宝町内会の方々との交流。大浜、崎山の住民との交流も実施。
10月（時期：大宝砂打ち）

得られた情報の整理をチームで行う。
1月２回目現地入り（時期：下崎山へトマト）

現地の見学。対象地区での仮説の紹介と地元意見の集約。大宝町内会との交流
も実施。
２月３回目現地入り（現地報告会）

五島市内において市民向けの報告会を行う。

なお当市プロジェクトの成果については、市広報への掲載だけでなく、関係学会での発表・学術論文への投稿で公
表していく予定。



熊本の草原維持に向けて
─目指そう！阿蘇世界文化遺産─

東京大学フィールドスタディ型
政策協働プログラム提案書

熊本県阿蘇地域
（阿蘇市、南小国町、小国町、産山村、
高森町、西原村、南阿蘇村）



熊本県阿蘇地域の紹介
▼構成自治体

阿蘇市、南小国町、小国町、産山村、高森町、西原村、南阿蘇村

▼人口

58,703人（R2国勢調査・7市町村の合計）

▼阿蘇地域の特徴

九州のほぼ中心部に位置し、南北約25km、東西

約18kmの大きさを誇るカルデラを有しています。

阿蘇の壮大な景観は、日本の伝統的な土地利用

である「草地－森林－居住地－農地」が、カル

デラ全域に広がることにより形成されています。

「野焼き・放牧・採草」の草地管理システムに

基づいた人々の営みにより、千年以上にわたって

半自然草地が維持され続けてきました。 ▼阿蘇の位置図 ▼あか牛が有名です



阿蘇地域の課題①
▼畜産業の衰退や地域の人口減少、高齢化が進行する中、

将来にわたって野焼き等を担う後継者が不足し、野焼き

面積の減少が加速。

▼県の取組み

後継者育成研修、野焼き休止中の牧野への野焼き再開支援、

ICT活用の促進、財源・人材を確保するためのサポーター認

証事業など、様々な取組みを実施中。

しかし…

・草原維持の担い手不足や草原面積の減少は進んでいる

・減少し続けると、30年後、約６割の草原が減少し、観光資

源である景観が損なわれるとともに阿蘇の草原が有する多

面的機能（水源涵養機能や炭素固定機能、生物多様性な

ど）が失われる恐れ
30年後の草原面積イメージ（面積比約6割減）
（調査時点：2016年）



阿蘇地域の課題②
▼世界文化遺産登録に向けた取組みの認知度不足

阿蘇の美しい景観を守り、未来へ引き継ぐため、平成19年から世界文化遺産登録に

向けた取組みを進めているが、地元地域、県内外において十分な認知度とは言えない

状況

県政記者・全国記者向け現地ツアー 東京でのシンポジウム



プログラムで提案いただきたいこと
▼課題解決に必要と考えていること

阿蘇の草原は、その面積は100年前の半分以下にまで縮小し、今もなお減少し続けています。

阿蘇の景観が損なわれることのないよう、草原を維持していくためには、野焼きや畜産業

従事者のみならず、多くの関係者との連携や支援が不可欠です。

▼学生の皆様に考えていただきたいこと

阿蘇の草原維持及び世界文化遺産登録に係る課題については、地域振興、農学、環境学、

経済学、経営学など他分野にわたる「総合知」での対応が求められています。そのため、

多角的・学際的視野での検討を行っていただきたいです。

▼提案いただきたいこと

①野焼きの担い手確保や畜産業の振興策、草原維持の関係人口増加に繋がる策など、草原

維持のための具体的な方策

②「阿蘇」の世界文化遺産としての価値を発信するための効果的な情報発信手段、応援団

形成のための具体的な方策



プログラムのスケジュール（予定）

5月下旬～7月
・活動計画打合せ
（オンライン）
・事前調査

8月～9月
・東京シンポジウム
への参加（仮）

・現地活動①
（現地視察、地元
市町村職員や牧野
組合員等との意見
交換）

10月～11月
・現地活動②
（現地視察、地元
市町村職員や牧野
組合員等との意見
交換）

12月～1月
・事後調査
・提案まとめ

2月～3月
・現地報告会
・機会があれば
野焼きの見学

皆様のご参加をお待ちしております！

※上記スケジュールを予定しておりますが、参加学生の皆様と調整しながら進めていきます。



フィールドスタディ型政策協働プログラム～宮崎県諸塚村～



林業と椎茸の村 宮崎県諸塚村
＃FSC森林認証を取得した森づくり ＃2015年世界農業遺産の認定



人 口 1,322人(令和6年4月1日現在)

面 積 18,759ヘクタール

林野率 95％

→平地が少なく、山間部に84の集落が点在

ｱ ｸ ｾ ｽ 日豊本線日向市駅から車で１時間

ぎゃあな諸塚！！
ぎゃあなは諸塚弁で元気という意味です



諸塚村の特徴

林業立村むらづくり

自治公民館制度

FSC®森林認証

世界農業遺産



諸塚村はインターンシッププログラムが

充実していて随時学生を受け入れています。

古民家での生活 村民との交流

山仕事の体験森の中でキャンプ

伝統文化を見学・体験村の食文化に触れる

実
は
…

あなたも中山間地域ならではの特別な体験をしてみませんか

延べ80人以上

の学生が参加！



９月

•山仕事体験（下草刈り）

•椎茸生産場見学

１１月

•伝統芸能（民謡）の発表

•村人との交流（集落の生活）

２月

•南川夜神楽

•事前準備及び当日の様子



大募集！

ぎゃあな東大生！！

5月18日㈯・19日㈰の五月祭で昨年のFS生と諸塚村の特産品を販売します！

ぜひ来てね！

お知らせ



DX活用等による交通弱者の
「食」「医療」「社会活動等」の機会の拡大
鹿児島県鹿児島市 桜島総務市民課

1



鹿児島市 桜島地域の概要

2

鹿児島県の錦江湾に浮かぶ桜島は、周囲約55 km、面積約77 km2の火山で、地域内のほとんど
が溶岩の大地、山林及び原野で住宅地は海岸線に沿って帯状に続いている。世界的な火山大
国、日本においても最高峰の活火山が生み出す独自の貴重な自然環境や、都市と火山が共存
する世界でもここでしか見れない景観資源を有している。

桜島地域は7,329haの区域が霧島錦江湾国立公園（鹿児島県指定名勝：昭和29年3月15日）



【参考】桜島火山ハザードマップ

3



人口等の推移

4

地域内の人口は、合併時比較するとほぼ半減し、人口減少が急
速に進んでいる。
特に人口に占める65歳以上の割合は50％を超えており、全市で
最も高齢化が進んでいる地域である。（平成16年11月1日合併）

【桜島地域】
人口 3,554人（4,196世帯）
高齢化率 51.89％
15歳未満の割合 7.37％

学校と生徒数 令和5年4月
小学校（4校） 128人
中学校（3校） 59人 計 187人

※令和8年に全学校統合して１校に



地方の交通インフライノベーションを桜島から考える

桜島地域の課題

5

１．交通・買い物弱者

２．医療機関

３．高齢者の生活スタイル

４．通信弱者

地域内の人口減少に伴い、島内の経済活動の衰退、飲食店や観光などの事業者の
減少が目立つ。また、地域の血流を促す交通インフラ（路線バスや鹿児島市街地と繋
ぐフェリー）の減便と運賃上昇により島の暮らしはさらに厳しさを増してきている。

地方では、「コミュニティバス」や「オンデマンドタ
クシー」に期待したが、ドアtoドアが必須の高齢
者やお店までが遠距離の田舎では高価・・・・の
課題で使いづらい

地方では当たり前の互助運送を桜島全体で取り
組む動きが始まる

ボランティア運送「桜島版notteco（のってこ）」

これから実証実験



「桜島」という社会の縮図とも言えるテストフィールドを舞台に、
全国地方に通じるアイデアを一緒に考えましょう。

桜島地域の課題

6

島という生活圏の明確さ
一周36kmというコンパクトア

イランド
分かりやすい交通路線（外

周道路＋航路）

島民の生活圏は島という大地の
くくりがあるため、交通用途が理
解しやすい

車で1時間ほどで一周できる距
離であり、土地勘がなくても島
全体の把握がしやすい

島の人が利用する公共交通は
バス・タクシー・フェリーの3択で
利用手順もシンプル

桜島のテストフィールドとしての特性

※フィールドの複雑な事情把握に割く時間以上に、地域で活用できる「アイデア」を考える時間が多いプロジェクトです



鹿児島県鹿児島地域
2024年度
フィールドスタディ型
政策協働プログラム
オリエンテーション
資料

鹿児島県
鹿児島地域振興局
総 務 企 画 課



１ 鹿児島地域の概要
（単位：㎢，人（％），千円）

1,045.46 547.61 253.01 112.30 31.39 101.15

668,916 (100.0) 593,128 (100.0) 47,153 (100.0) 27,490 (100.0) 405 (100.0) 740 (100.0)

15歳未満 85,217 (12.7) 75,680 (12.8) 6,134 (13.0) 3,165 (11.5) 95 (23.5) 143 (19.3)

15～65歳未満 360,064 (53.9) 321,038 (54.1) 24,323 (51.6) 14,107 (51.3) 203 (50.1) 393 (53.1)

65歳以上 185,913 (27.8) 158,804 (26.8) 16,626 (35.3) 10,172 (37.0) 107 (26.4) 204 (27.6)

年齢不詳 37,722 (5.6) 37,606 (6.3) 70 (0.1) 46 (0.2) - (-) - (-)

306,690 (100.0) 271,403 (100.0) 21,957 (100.0) 12,696 (100.0) 212 (100.0) 422 (100.0)

第１次産業 5,471 (1.8) 3,302 (1.2) 1,324 (6.0) 732 (5.8) 38 (17.9) 75 (17.8)

第２次産業 47,953 (15.6) 38,986 (14.4) 5,335 (24.3) 3,535 (27.8) 22 (10.4) 75 (17.8)

第３次産業 245,381 (80.0) 221,555 (81.6) 15,049 (68.6) 8,355 (65.8) 152 (71.7) 270 (64.0)

分類不能 7,885 (2.6) 7,560 (2.8) 249 (1.1) 74 (0.6) - (-) 2 (0.4)

2,545 2,599 2,120 2,157 1,062 1,996

（注）面積は2023年10月１日現在の国土地理院調べ，人口及び就業者数は2020年国勢調査結果（総務省統計局），
    市町村民所得は2020年度市町村民所得推計結果（鹿児島県統計協会）

十島村

面積

人口（構成比）

就業者数（構成比）

市町村民所得

区分
鹿児島地域 鹿児島市 日置市 いちき串木野市 三島村



２ ゲームアプリの概要
⚫アプリ名：うたた往時のなつかしや（略称：うたなつ）

⚫目的：主に10代～30代の女性をターゲットとしたゲーム
アプリを開発・活用することにより，鹿児島三大行事の一つであ
る「妙円寺詣り」や鹿児島地域の歴史や観光地などに興味を持っ
てもらい，妙円寺詣りの参加者や鹿児島地域への観光客を増やす。

⚫主な仕様
• 書物：鹿児島の観光地や関ヶ原の戦いの島津の退き口を盛り込ん

だストーリー（内容はフィクション）
• 出陣：操作は自動で，ゲーム初心者でも簡単に楽しめるバトル
• 座学：鹿児島地域の歴史や観光のクイズ
• よろずや：育成アイテムとして鹿児島県の特産品が登場
※鹿児島県の特産品が購入できるサイトのリンクを貼っている。

• お知らせ画面：ゲームの更新などのほか，イベント情報などを周知





３ 他の自治体の例
⚫徳島県つるぎ町（つるぎRPG開発プロジェクト）

歴史や文化，観光などを取り入れた『RPG』を制作・配信し，ゲー
ムをとおしてつるぎ町を訪れ知ってもらうことで，地域活性化を図る。
（出典：つるぎ町企業版ふるさと納税制度，つるぎRPGプロジェクト進行中です！）

⚫佐賀県（サガプライズ！）
企業・ブランドとコラボレーションして佐賀の地域資産を磨き上げ，

全国に佐賀県の魅力を発信するとともに，その活動から得られた知見
や手法を地域にフィードバックすることで，“情報発信による佐賀県
の地方創生”を目指すプロジェクト
（出典：佐賀プライズ！）

⚫宮城県石巻市（キズナファンタジア 海辺の国の大聖典）
ゲーム内には実在する観光名所や特産品をモチーフにしたモンスターな

ども登場するので，遊びながら石巻への知識が増える仕掛けとなっている
（出典：石巻市地方創生RPG「キズナファンタジア 海辺の国の大聖典」）

https://www.town.tokushima-tsurugi.lg.jp/docs/3184108.html
https://www.town.tokushima-tsurugi.lg.jp/docs/3866076.html
https://sagaprise.jp/about
https://www.city.ishinomaki.lg.jp/cont/10452000b/kizunafantasia.html


４ 東大生の皆さんにお願いしたいこと
⚫ゲームアプリのより効果的な若者への周知方法を考えていただきたい。

⚫ゲームアプリを活用した効果的な鹿児島地域の交流・関係人口を増加
させる方法を考えていただきたい。

⚫ゲームアプリを活用した効果的な鹿児島地域の特産品等を購入してい
ただく方法を考えていただきたい。（営利目的につながらない範囲で）

※提案していただいた内容次第では，ゲームアプリへの反映の可能性あり

～スケジュール（案）～
2024年８月～９月（大学の夏季休暇中）
鹿児島地域の観光地等の見学，妙円寺詣り関係者からの聞き取り，
ゲームアプリ開発会社への見学
2024年10月26日，27日（可能であれば）
妙円寺詣りの見学
2025年２～３月
現地報告会



FS能登町支援チーム
農学生命科学研究科 修士2年 志賀 智寛

1

能登の里山里海を紡ぐ
関係人口創出

FS能登町
（体験活動プログラム）



私たちについて

能登半島地震で被害を受けた町を支援しようと、過去のFS能登町に参加していた学生の有志で

立ち上がったチームです。地震発生後、以下のような活動を行っています。

Ø I n s tagramでの情報発信

Ø 義援金の呼びかけ

Ø 現地での支援活動

Ø 支援活動に関する東大基金の設立

Ø 復興支援イベントの企画

Ø 体験活動プログラムの企画

東大FS能登町支援チーム

学
内
広
報
へ
の

掲
載

ポ
ス
タ
ー
の
掲
示↓

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
の
呼
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か
け↓

現
地
で
の

支
援
活
動↓



昨年度までの7年間で28名の学生が活動
→8年目が計画されるも、能登半島地震で中止に

3

FS能登町の活動



「高校生と創る写真展」
n 目的：震災前の能登町の綺麗な風景を知ってもらう

n 日時：2024/4/28（日） 13:00-20:00

n 場所：渋谷スクランブルスクエア15階 渋谷QWS

n 共催：能登高校に地域留学をしていた高校生

§ 震災直後から能登の風景を発信し話題に

§ 能登町でできなかった写真展を都内で実施

n 内容：震災前の能登の写真展、能登町の物産紹介

n 入場無料・事前予約不要・途中退出可能 4

紹介①



体験活動HP 本プログラム
詳細

体験活動プログラム≒FS8期
n 8年目のFS能登町としての活動

n 期間：1年間（複数回の現地訪問）

n 支援チームが伴走→能登町役場との活動へ

n 募集締切：2024/06/06

紹介②



能登町HP義援金ページ

皆様のご協力をお願いいたします。

6
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